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[研究報告要 旨]

本稿 は大正期 か ら第二次世界大戦後 にか けて無尽方式で住 宅 を販売 した会社

お よびそれ に起源 を持 つ会社 、 と くに当時「住 宅無尽」、「月賦住宅」会社 と呼

ばれた会社群 に着 目 し、彼 らが 日本 の住宅供給 において果 た した役割 について

考 察す ることを 目的 とす る。 当該期 は公営住宅 か ら公法人、補助 か ら融資 とい

つた現在 に通 じる多様 な住宅供給手法が整備 され、 それが定着 して い く期間 に

該 当す る。 とくに戦後 に持 ち家率 が急増す るなかで、 これ らの会社 は伝統的な

金融形態 であ る無尽 お よびそれ に類似 した手法 に よって発展 してい く。

本稿 では これ らの会社群 についてで きる限 り社史や創業者 の著作 な どの関連

文献 を収集 し、 それ らの創業 の経緯 や人的つなが り、販売手法や住 宅供給量 な

どを明 らか にす ることで、その全体像 に迫 ろ うと した。具体 的 には代表 的 な 8

社 の概 要 とあま り知 られて こなか った多数 の会社 の存在 を発掘 し、 この結果、

これ らの会社 が これ まで知 られていた以上 に時代 をさかのぼ り、 また同時代的

に も広 が りを有 し、販売方法 や地方性 において も多様性 を有 す るこ と、 さらに

その多 くが人的つ なが りの点 で深 い関係 を有 していた ことな どを明 らか に した。

これ らの会社 はその方 式 自体 に問題化 しやす い素地 を学んでお り、 また従来

の業法 には該 当 しに くい言わ ば狭 間的な存在 で、 その後住 宅 ロー ンや プレファ

ブエ法 が普及 す ると、 やがて経営不振 に陥 ってい く。一方 で と くに戦後 の「月

賦住 宅」会社 は 1960年 頃 に民間 自力建設住 宅 の 7%程度 を占め るな ど、 60年

代 を通 じ発展 してい く。 また新 たな生産 システムの導入や、住 宅金 融公庫 との

協働及 び同公庫 が カバ ーで きない よ うな建築 を手掛 けていた点で も特筆 された。

先行研 究 で は これ らの会社 を基 本 的にそれ以前 か らの住宅会社 の延長 に位置

づ けが ちだ ったが、 それ に加 え本稿 では従来 の建築業界 とは異 な る出 自を有 し

てお り、現在 につ なが る住宅供給 の構造、即 ち少数 の政府施策 の住 宅建設 と多

数 を占め る民間 の住 宅販売会社 に よる住 宅供給 とい う、 それ ぞれ別建 での構造

を作 り上 げた哨矢 の一 つ として位 置づ けた。


